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 実験装置全体図：試料とグラファイトを 9:1 の比で
混合して 1000kg/cm2 の圧力で押し固め成型したペレ
ットに蒸発レーザー (Nd:YAG レーザーの基本波
1064nm または 2 倍波 532nm, laser power 2~30mJ)
をレンズ(f=1m / 500mm / 300mm)で集光して照射し、














1mm にしてノズルを回転させた場合と、②蒸発レーザーのスポット径を 6mm としノズルを
回転させない場合、の 2 つの実験条件で測定した。 
測定試料は包摂化合物のカッリクスアレン（C4A）、生体関連分子の L-Tyr、tyramine を使用した。 





























 図 3 に(a) tyramine と(b) L-Tyr の LD/UV イオン化質量
スペクトルを示す。青色の質量スペクトルは蒸発レーザ




わかる。フラグメントピークの m/z=107 は p-ヒドロキシ
ベンジルラジカル、m/z=30 は NH2CH2＋である。 
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図 4 (a) 加熱気化による tyramine の 
超音速ジェット LIF スペクトル 
超音速ジェット R2PI スペクトル 
(b) LD による tyramine の 
